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１ ．はじめに

　「我々の同胞が日常生活の必要から技術的に作り
出した身辺卑近の道具」（アチック・ミューゼアム，
1937： 1 ）（1）を民具と定義し，研究資料として収集
されてきた。その範囲は，衣食住に関するもの，生
業に関するもの，通信運搬に関するもの，団体生活
に関するもの，儀礼に関するもの，信仰・行事に関
するもの，娯楽遊技に関するもの，玩具・縁起物と
された（アチック・ミューゼアム，1937： 1 －15）。
こうした渋沢敬三の主宰するアチック・ミューゼア
ムによる民具の定義が原形となって現在につなが
る。当初「民具」は学術用語として定義されたもの
であったが，現在はその定義や解釈が多様化し，広
く日常的に使われる語になっている。
　1949年の「文化財保護法」で初めて「民俗資料」
が定義され，1954年の法改正で「重要民俗資料」と
して指定し，「重要文化財」に準じて民俗資料を保護
対象とすることが定められた。また，1951年制定の
「博物館法」においても，「歴史，芸術，民俗，産業，
自然科学等に関する資料」を博物館が対象とするこ
とが定義された。もちろんそれまでにも民具の収集

保管は行われていたが，法的根拠が明らかとなり，
制度化されたことが，民具収集保管の画期になり，
収集保管活動が促進された。
　ところで，民具の収集保管は地方公共団体や教育
委員会等の公の団体や施設のみで行われてきたわけ
ではない。研究者等による個人コレクション，企
業・団体による収集保管活動，地域住民による収集
保管活動，教育利用を目的とした学校やその協力団
体の収集保管活動等によるものがある。
　こうした各種施設が併存してきた中で，これら民
具収蔵施設の利用にあたり，収蔵資料の概要や目録
のみならず，施設そのものの情報ですら十分に把握
できない状況である。とくに平成の大合併（2）以降，
それまであった施設の統合，廃止，一括管理化が進
められるケースが多く，民具等の資料保管において
少なからず問題が生じている例が各地で散見され
る。各団体が施設の維持管理に苦心している割に，
資料や施設の利用面での社会的存在感は大きくな
い。以上のような問題意識のもと，改めて民具収蔵
施設情報や横断的な情報整備が必要である。
　本稿では，三好市域における民具収蔵施設の一覧
を作成し，その概要を紹介する。こうした施設横断
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的な基礎作業はこれまで十分に行われてこなかっ
た（3）。民具収蔵施設の基礎的な情報の整備は，民具
の研究資料としての利用は当然であるが，それ以外
にも地域振興，教育，観光等幅広い活用を可能にす
る情報提供になる。

2 ．三好市域の民具収蔵施設概要

　三好市域の各施設について，立地を基準にして概
ね東から西の順で番号を振って列記する。また，表
１により一覧化した。
　 1 ）旧東谷小学校（三野町太刀野山）（写真 １・ ２）
　所管：三好市教育委員会文化財課
　概要：1999年に休校，2012年に廃校になった旧東
谷小学校舎に旧三野町域で収集された民具が保管さ
れる。旧三野町民俗資料館所蔵資料が現在地に移転
されている。
　主な収蔵資料群：農具，林業用具，飲食用具，藍
作用具，鍛冶用具，屋根葺き用具，屋根瓦，婚礼用
駕籠等多数。

　 2 ）三好市井川ふるさと交流センター民俗資料館
（井川町岡野前）（写真 ３・ ４）

　所管：三好市教育委員会文化財課
　概要：1992年 4 月に図書館機能，公民館機能，資
料館機能を併せもつ旧井川町の複合施設として開館
した。展示公開される民具は，開館準備期（1990〜
1992年頃）に旧井川町内で収集された。
　主な収蔵資料群：農具，林業用具，飲食用具，衣
類，たばこ包装紙版木等。
　 3 ）井川体育館（井川町井内東）（写真 ５・ ６）
　所管：三好市生涯学習・スポーツ振興課
　概要：1989〜1992年頃に旧井川町教育委員会が旧
井川町井内の旧家等から寄贈を受けて収蔵。その資
料の一部は三好市井川ふるさと交流センター民俗資
料館で展示される。
　主な収蔵資料群：飲食用具，農具，蓑，長持，綿
繰り，桶類等。
　 4 ）影野郷土民俗資料館（池田町漆川カゲノ）

（写真 ７・ ８）

写真 １　旧東谷小学校外観

写真 ４　三好市井川ふるさと交流センター
民俗資料館での民具展示のようす

写真 ７　影野郷土民俗資料館の入口付近

写真 ２　旧東谷小学校での収蔵のようす

写真 ５　井川体育館外観 写真 ６　井川体育館での収蔵のようす

写真 ８　影野郷土民俗資料館の民具展示
のようす

写真 ９　阿波池田うだつの家・たばこ資
料館外観

写真 ３　三好市井川ふるさと交流センター
民俗資料館の入口付近
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　所管：三好市影野分館
　概要：老人クラブ福寿会により郷土民俗資料とし
て収集され，旧影野小学校の郷土民俗資料室に保管
されてきたが，廃校になった旧校舎を利用して保管
される。
　主な収蔵資料群：農具，飲食用具，調度具，織機，
林業用具，たばこ生産用具等。
　 5 ）阿波池田うだつの家・たばこ資料館

（池田町マチ）（写真 ９・10）
　所管：三好市教育委員会文化財課
　概要：大正期に建てられたたばこ製造業者（旧真
鍋家）の屋敷を改築，再利用した展示施設。

　主な収蔵資料群：刻みたばこ製造用具，輸送，販
売関係資料等。
　 6 ）川崎郷土民俗資料館（池田町川崎上ノ山）

（写真11・12）
　所管：三所神社
　概要：1974年に建てられた三所神社社務所に，当
時の宮司内田四郎氏が氏子らに呼びかけて集めた民
俗資料（民具）を展示。社務所の 2階約60平方メー
トルの場所に民具が収蔵展示される。
　主な収蔵資料群：農具，台所用具，飲食用具，調
度品，祭礼用具，糸繰り機，織機，娯楽用具，砂金
掘り用具等。

写真１０　阿波池田うだつの家・たばこ資
料館の民具展示のようす

写真１３　武家屋敷旧喜多家外観

写真１６　東祖谷歴史民俗資料館での展示
のようす（林業）

写真１９　旧大野中学校外観

写真１１　川崎郷土民俗資料館外観

写真１４　武家屋敷旧喜多家の民具展示の
ようす

写真１５　東祖谷歴史民俗資料館での展示
のようす（衣食住）

写真１７　平家屋敷民俗資料館外観

写真２０　旧大野中学校での収蔵のようす

写真１８　平家屋敷民俗資料館の民具展示
のようす

写真１２　川崎郷土民俗資料館での収蔵の
ようす
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　 7 ）武家屋敷旧喜多家（東祖谷大枝）（写真13・14）
　所管：三好市観光課
　概要：1990年に喜多家住宅が現在地に移築された
際に，喜多家で使用された民具として収蔵された。
　主な収蔵資料群：農具，林業用具，貯蔵具，飲食
用具，調度具，棟札等。
　 8 ）東祖谷歴史民俗資料館（東祖谷京上）

（写真15・16）
　所管：三好市教育委員会文化財課
　概要：旧東祖谷山村の歴史民俗資料館と大型ホー
ルを併設する施設。旧東祖谷山村の歴史民俗資料館
として建設され，東祖谷の生活と伝説を伝える資料
館として公開される。
　主な収蔵資料群：林業用具，木地師用具，たばこ
生産用具，農具，飲食用具，衣類，屋根葺き用具，
漆かき用具，木偶，蒸し桶，嫁入り駕籠等。
　 9 ）平家屋敷民俗資料館（西祖谷山村西岡）

（写真17・18）
　所管：同館
　概要：西岡家住宅を民俗資料館として公開してい
る。当家の民俗資料のほか，近隣地域で収集した民
具も保管・公開する。
　主な収蔵資料群：飲食用具，貯蔵具，衣類，農具，
林業用具，薬箱，婚礼用長持，製茶用具，化粧用具，
木偶（三番叟），芋壺ほか。
　10）旧大野中学校（山城町大野）（写真19・20）
　所管：三好市教育委員会文化財課
　概要：旧山城町で収集された資料を保管する。
　主な収蔵資料群：農具，だんじり用太鼓・幕等，
葬式用輿，自在鉤，婚礼用具ほか。

３ ．まとめ

　阿波学会調査を機に，三好市域内での民具収蔵施
設の一覧化を試みた。資料データベースや資料目録

の整備等は各管理団体によって行われている，もし
くは今後行われるべきものであるが，横断的な民具
収蔵施設の情報概要としては新たに整備できたもの
と考える。
　今後，こうした民具収蔵施設の情報整備について
は，順次徳島県内の他の市町村等においても阿波学
会調査等の際，調査を進めていくこととしたい。
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注
（ 1）「民具収集調査要目」は引用文献の発行より 1年早い1936
年にアチック・ミューゼアムより単著として発行された。

（ 2）合併特例債の期限である2005年前後をピークとして市町
村の「自主的な」合併が全国的に行われた。

（ ３）徳島県博物館協議会が発行する『徳島県博物館マップ』
は，同協議会に加盟し，展示公開を行う博物館・資料館等の
みを掲載する観光，広報向け媒体であり，徳島県内すべての
施設紹介を目的とするものではない。なお，本稿より先行す
る試みとして，大本（2012）等の報告がある。
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